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７
月
９
日
。
第
１
０
８
回

関
西
地
区
経
済
同
友
会
合
同

懇
談
会
が
「
安
心
安
全
な
社

会
の
構
築
に
向
け
て
ー
医

療
集
積
の
地
・
岡
山
か
ら
過

去
・
現
在
・
将
来
を
見
る
」

の
テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡

山
で
開
催
し
た
。
公
文
裕
日

岡
山
大
学
教
授
、
大
原
謙
一

郎
倉
敷
中
央
病
院
理
事
長
、

末
光
茂
旭
川
荘
理
事
長
、
私

に
続
い
て
中
島
基
善
岡
山
経

済
同
友
会
代
表
幹
事
の
５
人

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
い
ず
れ
も
岡
山
の

精
神
風
土
で
あ
る
「
弱
者
を

見
放
さ
な
い
」
福
祉
の
精
神

と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
基
調
に
し

て
い
た
。

　
私
は
「
岡
山
ブ
ラ
ン
ド
」

の
確
立
の
た
め
に
二
つ
の
こ

と
を
強
調
し
た
。
一
つ
は
「
西

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の
岡
山
」

構
想
で
あ
る
。
世
界
の
人
道

支
援
活
動
推
進
の
た
め
に
。

　
「
人
権
」
を
基
本
と
し
た
人

道
援
助
開
運
の
国
運
機
関
と

欧
米
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政

府
組
織
）
の
集
積
都
市
で
あ

る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
、
「
相
互

扶
助
」
を
基
本
と
し
た
発
展

途
上
国
の
ロ
ー
カ
ル
の
集
積

都
市
岡
山
を
国
連
Ｎ
Ｏ
’
〇
で

あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
結
ぶ
構
想

で
あ
る
。

　
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ

ト
を
１
９
８
４
年
か
ら
1
2
回

開
催
し
て
岡
山
は
ロ
ー
カ
ル

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
集
積
都
市
と
な
っ

た
。
２
０
０
６
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
は
国
連
か
ら
政
策
提
言
が

で
き
る
総
合
協
議
資
格
団
体

と
認
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
。

　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の

岡
山
」
構
想
の
ソ
フ
ト
イ
ン

フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
と
宣
言

し
た
い
。

　
二
つ
回
は
「
国
際
福
祉
都

市
推
進
条
例
：
岡
山
市
と
倉

敷
市
の
連
携
」
の
制
定
。
故

三
木
行
冶
県
知
事
の
百
万
都

市
構
想
は
産
業
に
よ
る
岡
山

市
と
倉
敷
市
の
合
併
だ
っ

た
。
こ
の
条
例
は
福
祉
に
よ

る
岡
山
市
と
倉
敷
市
の
連
携

で
あ
る
。
都
市
政
策
の
基
本

は
人
口
構
成
で
あ
る
。
近
毀

将
来
、
岡
山
市
と
倉
敷
市
の

人
口
は
県
内
の
周
辺
地
域
か

ら
の
流
入
に
よ
り
増
加
す
る

と
共
に
高
齢
化
す
る
。
「
都

市
の
高
齢
化
」
で
あ
る
。

　
下
記
の
五
つ
の
内
容
を
考

え
た
。
よ
り
良
き
将
来
に
向

け
て
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

　
①
車
い
す
で
共
に
生
き
る

喜
び
の
都
市
空
間
の
創
設
。

岡
山
駅
を
合
ん
だ
Ｉ
♂
平
方

と
倉
敷
駅
か
ら
美
観
地
区
を

合
む
空
間
。
福
祉
の
可
視
化

医療と福祉の地･岡山
で
あ
る
。
高
齢
化
社
会
の
世

界
都
市
モ
デ
ル
に
な
る
。
世

界
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
都

市
。
日
本
中
や
世
界
中
か
ら

人
が
来
る
。
医
療
と
福
祉
が

観
光
資
源
化
す
る
。
世
界
保

健
機
構
、
国
連
開
発
計
画
や

国
運
人
間
居
住
計
画
と
連
携

し
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
や
世
界
銀

行
か
ら
資
金
調
達
で
き
る
。

さ
ら
に
、
消
費
税
導
入
が
追

い
風
と
な
る
。

　
②
大
原
孫
三
郎
記
念
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
。
大

原
孫
三
郎
と
山
田
方
谷
の
二

人
は
世
界
に
誇
れ
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
性
を
も
つ
岡
山
の
生
ん

だ
人
物
で
あ
る
。
「
事
業
で

成
功
し
、
弱
者
を
見
放
さ
な

い
、
あ
ご
が
は
ず
れ
る
よ
う

な
福
祉
事
業
を
実
施
し
て
い

る
」
本
物
の
成
功
者
を
世
界

か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て

招
聘
。
成
功
者
と
の
世
界

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
価
値
の
つ

け
ら
れ
な
い
岡
山
の
人
的
財

産
と
な
る
。

　
③
旭
川
荘
ア
ジ
ア
福
祉
支

援
総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
発

展
。
介
護
保
険
法
等
に
基
づ

く
施
設
、
技
術
、
運
営
な
ど

と
共
に
岡
山
の
地
元
企
業
の

開
発
し
た
医
療
器
具
や
福
祉

器
具
の
シ
ョ
ー
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ

と
す
る
。

　
④
公
文
教
授
支
援
フ
ァ
ン

ド
の
設
立
。
岡
山
大
学
で
世

｀
－
皿
皿
Ｉ
Ｉ
゛界

的
に
勝
負
で
き
る
人
材
の

確
保
で
あ
る
。
勝
負
す
る
に

は
研
究
資
金
が
不
可
欠
。
そ

の
他
に
も
、
小
児
心
臓
外
科

医
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な

佐
野
俊
二
教
授
や
ア
ジ
ア
公

衆
衛
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

に
挑
戦
し
て
い
る
土
居
弘
幸

教
授
な
ど
が
い
る
。

　
⑤
国
際
福
祉
都
市
構
想
の

国
際
コ
ン
ペ
の
施
行
。
世
界

の
建
築
家
や
都
市
計
画
者
か

ら
世
界
基
準
の
「
車
い
す
で

共
に
生
還
喜
び
の
都
市
空
’

聞
」
の
智
慧
を
集
め
る
た
め

の
懸
賞
コ
ン
ペ
。
懸
賞
金
は

三
千
万
円
。
百
万
円
を
提
供

す
る
3
0
人
を
審
査
委
員
と
す

る
。
条
例
指
定
後
に
実
施
。

懸
賞
コ
ン
ペ
の
募
集
広
報
自

体
が
世
界
へ
の
国
際
福
祉
都

市
構
想
の
発
信
と
な
る
。
岡

山
再
生
3
0
人
の
志
士
で
あ

る
。

　
最
後
に
、
「
西
の
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
、
東
の
岡
山
」
構
想
と
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「
国
際
福
祉
都
市
推
進
条
例

一

：
岡
山
市
と
倉
敷
市
の
連

携
」
構
想
に
加
え
て
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
が
新
た
な
新
機
軸
と
し

て
展
開
し
て
い
る
「
市
民
参

加
型
人
道
支
援
外
交
」
構
想

を
「
岡
山
ブ
ラ
ン
ド
」
確
立

の
３
点
セ
ッ
ト
と
し
て
ご
理

解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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